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No.911 昭和56年1月15日訴訟水と緑と花のまち~~さ総選

の動き

12月1日現在 前月比

人口計 6 5.9 6 3 + 48 
男 31.7 9 1 + 44 
女 34.172 + 4 
世帯数 1.9.0 5 6 + 24 
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姉妹都市との友好をさらに深めようと、大村市の中

学2年生14人が、 1月2日--6日までの日程で角館町

(秋田県)を訪問しました。

楽しかった 乙れは、本市の明日を担う少年たちが教育的視野を

a 広めるとともに、相互理解と親善を深める乙 とが目的

で、同町での少年交歓大会に参加、また、武家屋敷や

伝承館、美術館などを見学、スキーや火振りかまくら雪国.. .角館で
など雪国での楽しい経験をしました。

乙のすばらしい交流は、いつまでも忘れることので

きない思い出として子供たちの心に残ることでしょう
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イ l

角
館
を
訪
問
し
て

少
年
使
節
団
代
表
開
健

ぼ
く
が
強
く
感
じ
た
の
は
、
町
全
体
が

ぼ
く
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す

駅
で
の
打
上
げ
花
火
と
町
長
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
多
数
の
町
民
の
出
迎
え
、

歓
送

迎
会
で
の
す
ば
ら
し
い
雰
囲
気
、
民
泊
家

庭
の
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
、

交
歓
交

流
大
会
で
の
も
よ
お
し
な
ど
、
一
つ
一
つ

の
す
べ
て
に
角
館
町
民
の
心
が
こ
も

っ
て

い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

北
国
の
文
化
と
歴
史
の
町
・

角
館
は、

雪
景
色
の
美
し
さ
と
人
間
味
あ
ふ
れ
る
町

で
し
た
。

今
回
の
参
加
で
特
に
経
験
し
た
の
は
、

九
州
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
ス
キ

ー
な
ど
冬
の
あ
そ
び
で
し
た
。

しー歓迎式で再会のかたい握手左は角館の

伊藤健弥君、右は大村の開健一君

角館中の郷土芸能クラブが、おやまばやしL ー→

をひろう

主 義

花をささげる常光院の大村官軍基地を参拝田沢湖畔、ふぶきの中で記念撮影

でボノスで場キス湖沢
ぷ
回
避
し

東北地方の典型的な農家(曲家〉を訪問一一+

いろりの上には魚がつるしである

ま 康 で庭いな まる受がで数日昭気ち査度 数世十が年生な環年
本す乙あをま身「すもけそ、はの和をーににーえ界八七度省ど境のわ
市。そる育す体健。のたの十八全五も人よお方らの・十ののにの医が
で は乙てがに全 とり日四百国十つがれけ、れ長八三生発よ改学園
は 唯とる、 宿 な 推、に・十の三て何ばる昭て寿九・命表り 善 医の
ーがに 豊 る精 計 入通一四受年おん、 国 和い国歳四表し年、術平

住 の大はか」神 さ院院人万療七りら九 民 五まのと六にた々食の均
民 財切、でとは れし治に五患月、か人健十すーな歳よ昭伸生進・寿
の 産でま明言健 てて 療 一千者十まのの 康 三。つつ、る和び活歩命
健 とすずるわ全 いいを人人総二た病う調年 にて女と五てのやは
康言 。健いれ おが、十、向職
づえ 健康家 て 国民健康保険の り七男四厚上場近

さに書とそすこ 医療費の通知について 分年国のいす策く
いしでとのるの の十民方てがをり
。て世も取、ここの数薬入受 にとのや自理の健い知医月健々は v 積の
い帯に扱とと受及局院診乙実を意地覚の関康まら療に 康 が、昭極た
ま主 密 いではけびで日者の施目義域し必心のすせ費受保病乙和的め
(すに封にも個方正投数名通す的のでて要を大。すの診険気の五に常
保の郵のはあ人なし薬、、知ると高のも 性 高切乙る額さでやほ十推臼
険で送う慎りのどいを通医のもし揚健らをめさの乙をれ昭ケか五進頃
年ごすえ 重 ま 秘 で 保 受院 療 内のてを 康 いよ、に通と二た和ガ被年しょ
金承る親をす密あ険け日費容で全図づ、り健つ知に月一五の保度てり
課知乙 展 期のにり 診 た数のはす国るく家ー 康 いはしにカ十た険にい諸
)下と文すで属、療目、額、。的こり庭層 管 て、てお月五め者おま施

¥
ー
完
全
参
加
と
平
等

f
l国
際
障
害
者
年
あ
だ
た
か
い

手
を
広
い
目
を

昭
和
五
十
六
年
、

国
際
瞳
害
者

年
が
全
世
界
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。障
害
を
持
っ
す
べ
て
の
人
の
、

社
会
へ
の
「
完
全
参
加
・
平
等
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
・
県
・

市

・
民
間
団
体
す
べ
て
の
国
民
が

積
極
的
に
行
動
し
よ
う
と
い
う
も

O 

児

童

扶

養

手

当

特
別
児
童
扶
養
手
当

福

祉

手

当

昨
年
の
八
月
分
か
ら
児
童
扶
養

手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
福

祉
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

〔
児
童
扶
養
手
当
」

対
象
者
不
幸
に
し
て
父
と
生
活

を
と
も
に
で
き
な
い
児
童
ま
た

は
父
が
障
害
者
な
ど
の
児
童
の

母
、
ま
た
、
母
に
か
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

手
当
の
額
(
カ
ッ
コ
内
は
旧
)

児
童

一
人
の
場
合
は
月
額
二
万

の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
国
際
障
害
者
年
は、

障
害
者
の
た
め
に
だ
け
あ
る
の
で

は
な
く
、
老
人
や
障
害
者
に
と
っ

て
住
み
よ
い
街
に
す
る
乙
と
は
、

大
村
市
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な

財
産
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

O 

O 

カ三

土曲
目

額

九
千
三
百
円
(
二
万
六
千
円
)

二
人
の
場
合
は
月
額
三
万
四
千

三
百
円
(
二
万
八
千
円
)
で
三

人
以
上
の
場
合
は
一
人
増
え
る

ご
と
に
月
額
二
千
円
増
額
さ
れ

ま
す
。

〔
特
別
児
童
扶
養
手
当
〕

対
象
者
身
体
や
精
神
に
障
害
が

あ
る
児
童
を
養
育
す
る
父
母
ま

た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
で
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

障
害
を
持
つ
人
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
、
み
ん
な
が
参
加
し

生
き
が
い
と
う
る
お
い
の
あ
る
大

村
市
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
福
祉
事
務
所
に
は
心
身
障
害
者

相
談
員
が
い
ま
す
。
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。
l

-
，

※
心
身
障
害
児
を
対
象
に
月
四
回

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
耳
と
乙
と
ば
の
相
談
を
毎
月
第

三
土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す

(
福
祉
事
務
所
)

く〉

手
当
の
額
(
カ
ッ
コ
内
は
旧
)

児
童

一
人
に
つ
き
重
度
障
害
児

は
月
額
三
万
三
千
八
百
円
(
三

万
円
)
、
中
度
障
害
児
は
月
額

二
万
二
千
五
百
円
(
二
万
円
)

〔
福
祉
手
当
〕

対

象

者

身
障
法
の
一
級
と
二
級

の
一
部
の
重
度
障
害
者
並
び
に

最
重
度
の
精
薄
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
施
設
入
所
者
、

障
害
者
に
対
す
る
年
金
受
給
者

は
除
き
ま
す
。

手
当
の
額
(
カ
ッ
コ
内
は
旧
)

月
額
九
千
二
百
五
十
円
(
八
千

円
)

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
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新
春
を
か
ざ
り

勇
壮
に

新
春
を
か
ざ
る
恒
例
の
消
防
出

初
式
が
一
月
八
日
、
今
年
か
ら
場

所
を
変
え
、
市
役
所
よ
乙
の
補
助

グ
ラ
ン
ド
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た。式
典
終
了
後
、
約
七
百
人
の
団

員
は
、
本
小
路

t
本
町

t
駅
通
り

l
消
防
署
を
徒
歩
で
行
進
し
、
ま

た
、
大
上
戸
川
金
丸
橋
付
近
で
放

消
防
出
初
式

功

労

者

を

表

彰

水
演
習
を
し
て
、
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
消
防
の
意
気
を
示
し

出
初
式
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
た
方
は
次

の
通
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

長
崎
県
知
事
表
彰

(
一
永
年
勤
続
功
労
章
)

一
瀬
近
義
、
渡
瀬
五
男
、
尾
上
広

田
見
、
井
石
達
雄
、
福

田
井
昭
俊
、
吉
田
哲
夫

圃
岳
尾
信
之
、
福
田
実

田
川
田
佐
俊
、

勢
戸
利

潤
春

わ
長
崎
県
消
防
協
会
長

一
表
彰

※ 

(
特
別
有
功
章
)

日
樋
口
由
雄
、
尾
崎
積

尾
上
広
見
、
笹
浦
保

野
田
徳
男
、
湾
口
禎

治
、
出
口
一
夫
、
前

本
勇
、

南
口
謙
知
、

小
川
土
喜
雄
、
森
頼

梶
原
末
喜
、
岩
本
昭

山
下
信
夫

北
村
満
義
、
井
村
利
昭
、
中
村
雅

則
、
辻
正
孝
、
松
添
房
夫
、
福
地

豊
、
松
尾
秀
志
、
渡
辺
昭
義
、
江

口
目
舛
十
、
山
口
住
夫
、
坂
本
辰
雄

平
川
捷
洋
、
高
見
慶
治
、
長
崎
初

海
、
福
田
安
雄

(
三
十
年
精
続
章
)

渡
海
博
、
池
田
正
夫
、
本
山
茂
俊

坂
田
義
次
、
搭
江
守
、
福
田
朝
徳

島
内
健
、
井
上
信
義
、
山
下
信
夫

(
二
十
年
精
続
章
)

川
村
勝
信
、
松
添
正
徳
、
西
武
勉

高
坂
澄
景
、
佐
藤
恒
男
、
久
松
初

美
、
溝
嶋
光
吉
、
坂
本
辰
雄
、
平

川
捷
洋
、
高
見
賢
治
、
長
崎
初
海

福
田
安
雄

長
崎
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

(官邸
.団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

浜
田
重
実
、
池
田
憲
次
郎
、
小
野

重
美
、
峰
仕
郎
、
石
川
忠
、
高
木

忠
一
、
藤
本
栄
、
松
本
正
夫
、
染

石
義
人
、
森
監
木
、
藤
川
種
雄
、

岳
田
昭
典
、
中
尾
一
知
、
渡
辺
利

喜
夫
、
松
川
千
城
、
津
田
義
己
、

氏
福
義
晃
、
本
山
勝
義
、
森
監
作

(

有

功

章

)

米

次

忠
雄
、
岩
永
利
雄
、
中
川
内

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

逸
雄
‘
岩
本
美
浩
、
長
尾
正
健

田
中
学

市
長
表
彰

(
四
+
年
勤
続
章
)

中
原
正
美

(
三
十
五
年
勤
続
掌
)

大
塚
林
太
郎
、
橋
本
福
松
、
田
川

丈
夫
、
森
琢
磨
、
鬼
石
久
雄
、
鶴

栄
、
鈴
田
正
、
田
添
良
臣
、
岩
本

昭
、
小
野
望
人

(
三
+
年
勤
続
章
)

渡
海
博
、
池
田
正
夫
、
本
山
茂
俊

坂
田
義
次
、
福
江
守
、
福
田
朝
徳

島
内
健
、
井
上
信
義
、
山
下
信
夫

(
二
十
五
年
勤
続
章
)

一
瀬
近
義
、
渡
瀬
五
男
、
井
上
広

見
、
井
石
達
雄
、
福
井
昭
俊
、
吉

田
哲
天
、
岳
尾
信
之
、
福
田
実
、

川
田
佐
俊
、

勢
戸
利
春

〈
十
五
年
勤
続
章
)

北
村
満
義
、
福
地
量
、
中
山
利
男

皆
山
邦
夫
、
今
回
泰
治
、

炉
本
昭

男
、
大
石
義
則
、
林
田
重
敏
、
古

圏
敏
孝
、
西
村
和
彦
、
山
田
勉
、

長
田
俊
宣
、
南
初
義

市
長
感
謝
状

(
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

浜
田
重
実
、
池
田
憲
次
郎
、
小
野

重
美
、
峰
仕
郎
、
石
川
忠
、
高
木

忠

て
藤
本
栄
、
松
本
正
夫
、
染

石
義
人
、
森
慶
木
、
藤
川
種
雄
、

岳
田
昭
典
、
中
尾
一
知
、
渡
辺
利

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い 喜

夫
、
松
川
千
城
、
津
田
義
己
、

氏
福
義
晃
、
本
山
勝
義
、
森
慶
作

米
次
忠
雄
、
岩
永
利
雄
、
中
川
内

逸
雄
、
岩
本
美
倍
、
長
尾
正
健
、

田
中
学(
無
火
災
分
団
表
彰
)

第
五
分
団
、
第
十
分
団
、
第
十
二

分
団
、
第
十
三
分
団

(
一
般
協
力
者
表
彰
)

第
二
分
団
元
後
援
会
長
藤
本
勇

消
防
団
長
感
謝
状O 

(
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

浜
田
重
実
、
池
田
憲
次
郎
、
小
野

重
美
、
峰
仕
郎
、
石
川
忠
、
高
木

忠
一
、
藤
本
栄
、
松
本
正
夫
、
染

石
義
人
、
森
慶
木
、
藤
川
種
雄
、

岳
田
昭
典
、
中
尾
一
知
、
渡
辺
利

喜
夫
、
松
川
千
城
、
津
田
義
己
、

氏
福
義
晃
、
本
山
勝
義
、
森
賢
作

米
次
忠
雄
、
岩
永
利
雄
、
中
川
内

逸
雄
、
舟
森
清
治
、
岩
本
美
浩
、

長
尾
正
健
、

浜
田
義
信
、
田
中
学

O 

O 

文

化

財

を

大

切

に

学
校
、
公
民
館
、
会
社
な
ど
を

は
じ
め
.
個
人
で
も
文
化
財
を
所

有
し
て
い
る
と
乙
ろ
が
数
多
い
と

思
い
ま
す
。

文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
に
は

火
災
か
ら
守
る
と
い
う
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

火
災
予
防
の
た
め
の
整
備
と
、
ふ

だ
ん
か
ら
の
心
が
け
が
必
要
で
あ

り
、
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合

の
消
火
、
退
避
運
撮
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
検
討
と
確

認
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
で
き

れ
ば
こ
れ
に
関
連
し
て
い
ろ
い
ろ

/ 

1
月
加
日
は
防
火
デ

l

な
方
法
で
防
火
訓
練
な
ど
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

文
化
財
防
火
デ
ー
に
関
し
て、

特
別
の
行
事
を
実
施
さ
れ
た
場
合

は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
謀
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
電
話
で
も
結

構
で
す
。

な
お
、
文
化
財
と
は
古
く
か
ら

伝
っ
て
い
る
も
の
で
、
火
災
の
被

害
を
受
け
や
す
い
も
の
に
建
造
物

書
画
、
彫
刻
、
陶
磁
器
類
、
古
文

書
、
衣
服
類
、
家
具
器
具
類
、
民

俗
芸
能
の
用
具
な
ど
が
あ
り
ま
す

(社
会
教
育
課
)

乗
る
人
に
は
飲
せ
な
い
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※ 

角
館
町
訪
問
少
年
使
節
団
ス
ナ
ッ
プ
写
真
展

国勢調査F の結果

「大村市の人口は「
65，539人」

昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日
実
施

の
国
勢
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
無
事
完
了
す
る
乙
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
人
口
は
六
万

五
千
五
百
三
十
九
人
(
男
H
三
万

千
四
百
九
十
三
人
、
女
H
三
万
四

千
四
十
六
人
)
で
、
前
回
の
調
査

(
昭
和
五
十
年
)
に
比
べ
四
千
六

百
二
十
人
〈
七
・
六
M
m
v

増
え
ま

し
た
。
ま
た
、
世
帯
数
は
一
万
八
千
七

百
十
三
世
帯
で
、
二
千
四
百
六
十

六
世
帯
増
え
て
い
ま
す
。

地区名|世帯数|総 数 | 男 女

大 村 5，6(906 79) 1(8l，5，4968 4) 8，(59879 9〉 9，(9959 85) 

西大村 7，(17220 0〉 2(4l，0，2740 9) 11，8(5198 8) 12ι，2(6552 1) 

竹 松 3，3(6040 0) 1(1l，4，3675 1〉， (6910 0) (8765 1) 5.5 5.87 

松 原 (ム65171〉 2(ど，5720206) 1(A16 25) .(Iム，413061) 
.264 

福 重 63(42 2) 2，6(946 5) 
(4) 1，42(35 1) 
1.271 

言主主主 瀬
(6) 2(，AO538 9J 1.(0ム336) 1〈，企02353〉48 

鈴 田 52(732〉 2，3(3858〉 1n(112)12(2746) | 
一 浦 3(8358)1，6(167 68〉 8(1872)8(58U 6) 

計
(2.466)1 (4.620) (2.164)1 (2.456) 
18.713 I 65.539 31.493 I 34.046 

昭和55年国勢調査地区別人口
(昭和55年10月1日現在)

場期
所間

1
月
刊
日

I
幻
自
ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

天

正

遣

欧

少

年

使

節

ムは減

今
を
去
る
四
百
年
前
、
大
村

純
忠
は
、
十
三
歳

t
十
五
歳
の

少
年
使
節
を
遠
く
ポ
ル
ト
ガ
ル

イ
ス
パ
ニ
ア
、
イ
タ
リ
ア
の
国

々
に
派
遣
し
ま
し
た
。

乙
の
英
明
さ
と
少
年
た
ち
の

勇
気
は
、
わ
が
国
有
史
以
来
の

画
期
的
大
事
業
で
あ
り
、
使
節

に
よ
り
も
た
'
り
さ
れ
た
文
化
は

後
世
に
伝
承
さ
れ
、
私
た
ち
は

数
々
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
ま

す。
乙
の
使
節
の
偉
業
を
称
賛
し

後
世
に
永
く
伝
承
す
る
た
め
、

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕
彰
会

)内の数字は昭和50年国勢調査との増減数

@
記
録

(会
長

・
大
村
市
長
戸
島
英
二
)

で
は
、
乙
の
少
年
使
節
の
顕
彰

事
業
を
明
年
、
昭
和
五
十
七
年

を
目
標
と
し
て
実
施
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
と

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

。
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
の

よ
あ
け

天
文
十
八
年
(
一
五
四
九
)

八
月
十
五
日
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ザ
ビ
エ
ル
一
行
七
名
が
鹿
児

島
に
上
陸
し
ま
し
た
。
乙
の
一

行
の
来
日
は
、
日
本
に
お
け
る

※〈

① 
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
あ
け
を
告
げ

る
も
の
で
し
た
。
ザ
ビ
エ
ル
は

カ
ト
リ
ッ
ク
派
再
建
を
意
図
し

て
イ
エ
ズ
ス
会
を
組
織
し
た
中

心
的
人
物
で
す
。
そ
の
立
役
者

が
、
直
々
に
日
本
で
キ
リ
ス
ト

教
の
布
教
を
行
お
う
と
い
う
の

で
す
。
ザ
ビ
エ
ル
は
、
平
戸
、

博
多
、
山
口
、
京
都
と
布
教
し

て
廻
り
、
日
本
に
二
年
三
カ
月

滞
在
し
ま
し
た
。

こ
の
ザ
ビ
エ
ル
の
在
日
中
に

す
で
に
平
戸
に
は
ポ
ル

ト
ガ
ル

船
が
入
港
し
、
平
戸
領
主
松
浦

氏
は
そ
の
貿
易
利
益
に
着
眼
し

て
、
早
く
か
ら
自
分
の
領
内
を

南
蛮
貿
易
港
と
し
て
聞
い
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
永
禄
四

年
(
一
五
六
一
)
に
平
戸
商
人

と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
聞
に
生

糸
の
価
格
を
め
ぐ
っ
て
起
っ
た

殺
傷
沙
汰
・
宮
の
前
事
件
以
来

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
平
戸
を
去
り

そ
れ
に
替
る
良
港
を
探
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
彼
等
の
目

に
と
ま
っ
た
の
が
、
当
時
大
村

純
忠
が
統
治
し
て
い
た
横
瀬
浦

で
あ
っ
た
の
で
す
。
か
く
し
て

永
禄
五
年

(
一
五
六
二
)、

横

瀬
浦
は
南
蛮
貿
易
港
と
し
て
開

港
さ
れ
、

鉄
砲
、
生
糸
、
絹
織

物、

ガ
ラ
ス
器
な
ど
の
西
洋

・

中
国
の
珍
品
が
大
村
に
、
も
た

ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

さ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
東

洋
に
や
っ
て
く
る
目
的
は

「霊

魂
と
胡
板
の
た
め
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
東
洋
人
の
「
霊
魂
」

を
カ
ト
リ

ッ
ク
化
す
る
こ
と
と

西
洋
人
の
食
生
活
に
不
可
欠
な

胡
淑
を
は
じ
め
と
す
る
香
辛
料

を
手
に
入
れ
る
た
め
で
し
た
。

従
っ
て
貿
易
と
キ
リ
ス
ト
教
の

布
教
は
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た

か
ら
、
横
瀬
浦
に
南
蛮
貿
易
港

が
聞
か
れ
た
乙
と
は
、
同
時
に

大
村
領
内
へ

の
キ
リ
ス
ト
教
の

伝
来
を
も
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
の
翌
年
の
永
禄
六
年
に
は

領
主
大
村
純
忠
自
身
が
洗
礼
を

受
け
、
日
本
で
最
初
の
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
約
四
十
年
間
の
大
村

の
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
が
始
ま
っ

て
い
く
の
で
す
。

(
文
責
・

久
田
松
和
則
)
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-
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す

一
般
健
康
相
談
は
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
健
康
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場

所

市

役

所

健
康
相
談
室

2月の健康相談日程

日 内 廿，.，.0:;:・

9:00~11:00 13ω~16:0。

2 妊婦相談 一般健康相談

4 乳幼児相談 妊婦教室(第1回)

12 一一一------------- 妊婦教室(第2回)

18 乳幼児相談 妊婦教室(第3回)

25 一一一一 一 一 一|妊婦教室(第4回〉

置
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

2月の日曜・祭日当番医

日l診療科目 病医境名 |所在地 電

1内科大薗内科松1丁並目 4-5

眼科楠木眼科東本町!24

渡辺医 ーの 郷5-8

内科上田医院諏1丁訪目 2-3
11 
泌尿器科

内科
近藤医市院17部制 l15 
田崎医 丁町目 3-1234 外・内科

122 皮 ・泌 ・性科佐伯皮膚科武 2-43301 

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

2月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

l i -3 9:30--10:00 I大村保 健所 生後4カ月までの乳児

13:30-15:00|松 原 出張所妊婦と乳幼児

9|9:3M:{)Oi竹松出張所i乳
13 ・ 00~15:00 I 1>，-'-' ..... J'-' </1 ! 

1o I 9:30--10:00 I大村保 健 所 |生後刊カ月の乳児

児幼

午前9時~午後 B時

-
3歳
児
健
康
診
査

診療時間

対
象

昭
和
五
十
二
年
七
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
同

年
一

月

t
六
月
生
ま
れ
で
、
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時

一
月
二
十
二
日

午
前
九
時

i
九
時
三
十
分
、
午

後

一
時
j

一
時
三
十
分
受
付

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

-

循

環

器

検

診

早
川期
発
見

早
期
予
防
ダ

は
特
に
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
の
z

ネ
ル
ギ

lu実
践
、
く
ら
し
の
相

で
、
ぜ
ひ
こ
の
検
査
を
受
け
て
健
談
な
ど
、
省
資
源
・
省
ェ
、
不
ル
ギ

康

管

理

に

努

め

ま

し

ょ

う

。

ー

に

関

す

る

巳知
識
を
高
め
る
と
と

対

象

者

戸

十

歳

t
六
十
四
歳
ま
も
に
今
後
の
新
し
い
生
活
の
あ
り

で

の

一

般

住

民

方

に

つ

い

て

考

え

る

こ

と

を

目

的

料

金

無

料

と

し

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

の

参

加

※
長
崎
大
学
医
師
に
よ
る
内
診
、
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
婦
の
栄
養
・
食
事
指
導
も
会
期
・
会
場

行

い

ま

す

。

〔

佐

世

保

会

場

〕

一

月

三

十

一

日

ー
二
月
四
日
ま
で
、
玉
屋
デ
パ

ー
ト
七
階
催
場

〔
長
崎
会
場
〕
二
月
十
三
日

t
十

七
日
、
玉
屋
デ
パ
ー
ト
七
階
催

も

よ

お

し

-
市
内
障
害
児
学
級

児
童
生
徒
作
品
展

学
習
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催

し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
目
当
て

を
も
っ
て
「
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
」

と
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
頑

張
っ
た
作
品
で
す
。
障
害
児
教
育

に
対
す
る
ご
理
解
と
ど
指
導
を
仰

ぎ
た
く
、
ご
参
観
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

主場期
催所間

一一月一一
一日

t
六
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

循環器検診の内容

市
教
育
委
員
会
、
特
担
会

-
明
日
を
さ
さ
え
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
展

省
資
源
・
省
工
、
不
ル
ギ

l
運
動

の
一
環
と
し
て
、
ェ
、
ネ
ル
ギ

l
資

源
の
現
状
、
身
近
に
で
き
る
省
エ

※ 

償
却
資
産
の
申
告
は

1
月
引
日
ま
で
に
ヘ
申
告
す
る
資
産
は

1
月
1
日
号
の
市
政
だ
よ
り
に
〆

/
掲
載
し
て

い

ま

す

。

詳

し

く

は

税

務

課

へ

}

わ
が
国
で
は
、
約
四

O
%
の
人

が
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
循
環
器

の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
こ
の
脳
卒
中
は
高
血
圧
の

影
響
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
あ

な
た
の
血
圧
は
、
い
ま
い
く
ら
か

ど
存
じ
で
す
か
。
ま
た
、

尿
に
た

ん
ぱ
く
糖
は
出
て
ま
せ
ん
か
。
冬

循環器検診日程

月日 i場 所 !受 付時閉

山!福祉センターlj!:;!こin!
日日中地区吋 !日比!;
|川竹松出張所 1 10:00"""11:00

場
※
展
示
時
聞
は
一午
前
十
時

t
午
後

六
時
ま
で

主
催

県
生
活
セ
ン
タ
ー

(
商
工
観
光
課
)

試

験

-
排
水
設
備
等
技
能
者

の
実
技
試
験

市
は
、
排
水
設
備
等
技
能
者
の

実
技
試
験
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
一

は
お
申
込
み
下
さ
い
。

日
時
一
月
三
十
一
日
(
土
)

午
後
一
時
か
ら

場

所

浄

水

管
理
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
一
月
二
十
四
日

※
詳
し
く
は
下
水
道
業
務
課
へ
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※
水
道
管
の
破
裂
防
止
策
を
ノ

募

集

聞
県
立
ろ
う
学
校
幼
児

.
生
徒

対
象

聴
覚
障
害
者

(
児
)

募
集
学
部

o

幼
稚
部
会
一
・
四

-
五
歳
児
)

。
高
等
部
¥
理
容
、
産
業
工
芸
/

。
専
攻
科

/
窯
業
、

被

服

、

願
書
締
切
二
月
二
十
八
日

※
詳
し
く
は
県
立
ろ
う
学
校

(植

松
三
丁
目
一
六
O
l
二
、
曾
②

-|
二
四
四
四
)
へ

-
県
立
佐
世
保
ろ
う
学

校
幼
児

対
象

聴
覚
障
害
児

ヘ
凍
結
に
よ
る
破
裂
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
布
を
巻
き

J

F

そ
の
上
を
ビ
ニ
ー
ル
で
お
お
っ
て
下
さ
い
。
水
道
部
、

募
集
学
部

。
幼
稚
部

(
三
・

四
・
五

歳
児
)

願
書
締
切

二
月
二

十
八
日

※
詳
し
く

は
県
立

佐
世
保

ろ
う
学

校
(
佐
世

保
市
小
舟
町
六
O
、
宮
佐
世
保

⑬
l
O
八
八
一
)
へ

、、ー'-

-
県
立
盲
学
校
幼
児
・

生
徒

対

象

視

覚
障
害
者
(
児
)

一
百
ム
民
引
判
/
一

一

宇

一

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

一
巨
ん
ぽ
ぽ
閣
は
い
¥
一

一

一

乞

也

事

故

相

談

)

日

時

一

月

二

十

八

日

一

一

(

毎
月
第
四
火
曜
日

)

午

前

十

時

l
午
後
三
時
一

一

日

時

一

月

二

十

七

日

一

人

権

(

身

の

む

)

相

談

一

一

一

午

前

十

時

t

午

後
三
時

(
毎
月
第
一
木
曜
日
)
一

一

一

厚

生

・

国

民

年

金

相

談

一

目

時

二

月

五

日

一

一

(

毎
月
第
四
水
曜
日
)

午

前

十

時

t

午

後

三

時

一

オンノホネー
下久原子ども会が鬼火やき
下久原子ども会では1月7日の早朝、
育成会のお父さん、お母さんたちと一緒

に熊野神社の境内で鬼火たきを行い、無

病息災、家内安全を祈りました。同町内

では毎年行っていますが、もうそう竹が

パン、パンと音をたてると、子どもたち

から、オンノホネ一、 ‘オンノホ不一、

のかけ声がかかっていました。鬼火たき

が終ると、 公民館lζ集ってぜんざい会を

行い、 3学期を前に楽しい冬休みの思い
出となりました。

募
集
学
部
。
幼
稚
部
(
五
歳
児
)

。
高
等
部
普
通
科

・
保
健
理
療
科

。
専
攻
科

(理
療
科
)

願
書
締
切
〔
幼
稚
部
〕

三
月
三

十
一
日
〔
高
等
部
〕
二
月
二
十

一
日
〔
専
攻
科
〕

二
月
十
四
日

※
詳
し
く
は
県
立
盲
学
校
(
西
彼

杵
郡
時
津
町
西
時
津
郷
字
浜
道

八
七
三
、
曾
時
津

@
|
O
O
二

O
)
へ

-
県
立
諌
早
養
護
学
校

生
徒

対
象
肢
体
不
自
由
者

募
集
学
部
高
等
部
普
通
科

願
書
締
切
二
月
二
十
八
日

※
詳
し
く
は
県
立
諌
早
養
護
学
校

(諌
早
市
真
崎
町
一
六
七
O
|

て
雷
諌
早
@
ー
一
七
九
八
)

へ

-
県
立
大
村
養
護
学
校

川
棚
分
校
生
徒

対

象

病

弱

者

募
集
学
部
高
等
部
普
通
科

願
書
締
切
二
月
二
十
八
日

※
詳
し
く
は
県
立
大
村
養
護
学
校

川
棚
分
校
(
東
彼
杵
郡
川
棚
町

下
組
郷
字
上
原
田
三
八
六
|
二

国
立
療
養
所
川
棚
病
院
内
、
雷

川
棚
②
1

三
六
三
O
)
へ

-
「
大
村
文
芸
』
第
句
集

原
稿

郷
土
の
文
芸
を
育
て
る
文
芸
誌

「
大
村
文
芸
」
第
十
五
集
が
発
刊

さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
作
品
を
ぜ

ひ
投
稿
し
て
下
さ
い
。

投
稿
数
・
送
り
先

〔
俳
句
〕
十
句
、
川
崎
紀
穂

(上

小
路
九
三
)

〔
短
歌
〕
十
首
、
指
方
重
幸
(
須

田
ノ
木
町
八
五
三
)

〔
川
柳
〕
十
句
、
植
木
孟
(
諏
訪

三
丁
目
四
七
三
)

〔
詩
〕
一
篇
、
市
社
会
教
育
課

(玖
島
郷
二
五
)

締
切
一
月
三
十
一
日

誌
代
千
円
〈
投
稿
の
際
納
入
の

乙
と
)

資

格

大

村
市
在
住
者
ま
た
は
市

内
に
勤
務
す
る
人
)

発
刊
予
定
三
月
三
十
一
日

(社
会
教
育
課
)

-
水
主
町
団
地
分
譲
住

宅
購
入
者

ー
!
県
住
宅
供
給
公
社
|
|

分
譲
戸
数

建
)

〔
建
物
面
積
〕
七
O
t
一
O
七
ぽ

(
二
十
一

l
三
十
二
坪
)

分
譲
価
格
千
五
百
六
十
八
万
円

ー
千
九
百
七
十
八
万
円

〔住
金
借
入
予
定
〕
五
百
二
十
万

円〔
ロ
l
ン
借
入
予
定
〕
七
百
九
十

万
円
t
千
百
四
十
万
円

〔
自
己
資
金
予
定
〕
二
百
五
十
八

万
t
三
百
十
八
万
円

入
居
時
期
手
続
き
完
了
後
す
ぐ

入
居
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
長
崎
県
住
宅
供
給
公

十
二
戸
(
木
造
二
戸

社
分
譲
課

(雷
長
崎
@
l

五
一
)
へ

(企
画
課
)

， a 線、 市県民税 (4期〉，、4371月は の納期です j
~⑮鋭、 国民健康保険税 (5期)
/ぺFヘ』ζキ/R ) 

上六)~V 納期内に納めましよう 1 

}一二一 税務課;
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そ;

の

他

-
火
災
の
問
い
合
せ
電

話
番
号
が
変
更

大
村
消
防
署
で
は
、
乙
の
電
話

番
号
の
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、

一
一
月
三
日
の
正
午
か
ら
現
在
の
三

回
線
を
八
回
線
に
増
加
し
、
ま
た

電
話
番
号
も
次
の
と
お
り
覚
え
や

す
い
番
号
に
変
更
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
せ
電
話

曾
④
|
一
一
九

O
附

(
大
村
消
防
署
)

-
国
民
年
金
の
年
間
保

険
料
の
納
付
済
証
明

に
つ
い
て

所
得
税
や
市
県
民
税
な
ど
の
申

告
に
保
険
料
の
納
付
済
証
明
書
の

発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

年
金
の
記
号
番
号
か
納
入
領
収
証

書
を
ど
持
参
下
さ
い
。
(保
険
年
金
課
)

-
肢
体
不
自
由
児
巡
回

療
育
相
談

発
達
障
害
児
を
早
い
時
期
に
発

見
し
、
早
い
時
期
に
治
療
す
る
こ

と
は
、

障
害
児
の
治
療
に
お
い
て

最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
乙
で

障
害
児
を
か
か
え
る
家
庭
、
特
に

両
親
に
対
し
て
、
さ
ら
に
障
害
児

を
と
り
ま
く
地
域
に
そ
の
趣
旨
を

十
分
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

整
肢
療
育
園
が
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。

一
月
二
十
七
日

午
前
十
時
か
ら

場
所

大
村
保
健
所

内

容

①

整
肢
療
育
園
の
概
況

②
肢
体
不
自
由
児
の
治
療
と
看

護
③
機
能
回
復
訓
練
の
重
要

性
④
固
に
お
け
る
児
童
の
処

遇
に
つ
い
て
@
診
断
と
相
談

申
込
方
法

受
診
ど
希
望
の
方
は

一
月
二
十
二
日
ま
で
に
福
祉
課

ま
た
は
大
村
保
健
所
(
曾
③
|

一
二

九
三
)
へ

電
話
で
お
申
込

み
下
さ
い
。

日
時

一

国

民

年

金

保

険

料

の

一

一

納

め

忘

れ

は

あ

り

ま

せ

ん

か

一

一

第
三
期
分
(
十
二
月
ま
で
)
自
分
自
身
の
年
金
で
す
。
未
E

~
の
保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
納
が
な
い
よ
う
も
う

一
度
確
め

一

一
し
よ
う
か
。
ま
だ
納
め
て

い

な

ま

し
ょ
う
。

一

一
い
人
は
早
自
に
納
め
て
下

さ

い

(

保

険
年
金
課
)
一

-
技
能
向
上
訓
練

種

類

三

級
自
動
車
整
備
士
受
験

コ
ー
ス

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

な

ど

九

十

七

個

、

子

供

の

家

へ

唱

歌

・
劇
慰
問
マ
松
原
青
年

一

ス
キ
ン
ケ
ア
ク
リ
ー
ム
な
ど
四
団
(
洪
稔
団
長
ほ
か
十
人
)
演
一

二

万

二

千

円

マ

日

本

専

売
公
社
大
村
出
張
所

十
二
個
、
パ

l
ル
ハ
イ
ム
へ
ス

芸
慰
問
マ
陸
上
自
衛
隊
大
村

一

一

一
香

典

低

し

~
敬

称

略

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

H

慈
恵
荘
へ
タ
バ

コ
三
百
四
十

キ
ン
ケ
ア
ク
リ
ー
ム
な
ど
四

十

部

隊

音

楽

隊

(中
里

一
曹
ほ

か

一

箱

マ

田
中
富
夫

(中
岳
郷
)

二

個
、
三
彩
の
里
へ
ス
牛
ン
ケ

一
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
里
村
新
一

(東
大
村
二
丁
目
)

慈
恵
荘
へ
白
米
三
十
キ

ロ

マ

ア

ク

リ

ー
ム
な
ど
四
十
二
個

二

十

人

)
音
楽
慰
問
マ
大
村

一

一

マ
川
原
ツ
ヨ

パ
杭
出
津

一
丁
目

慈
恵
荘

へ
モ
チ
米
十
八
・
五
毛
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
と
ん
部
隊
マ
大
村
市
連
合
婦
人
会
(
会
長
地
区
婦
人
会
(
天
見
潤
子
会
長

一

一

・

亡

夫
常
蔵
)
五
万
円
マ
七

ロ

マ
大
村
市
美
容
組
合

(
組
・
大
村
市
農
協
H

モ
チ
を
子
供

小
松
初
子
)
生
活
保
護
受
給
の
ほ
か
三
十
人
)
舞
踊
慰
問
、
み

一

一
浦
テ
ツ
子
(
古
町
二
丁
目
・
亡
合
長
坂
本
庄
三
ほ
か
十
八
人
)
の
家
(
二
百
四
十
個
)
向
陽
寮
原
爆
被
爆
者
世
帯
へ

三
万
九
千
か
ん
四
十
キ
ロ
、
花
二
束

マ

一

一

夫
伊
作
)
五
万
円
マ
寺
本
鶴
慈
恵
荘
へ
美
容
奉
仕

マ
陸
上

(

二

百

二

十

五
個
)
パ
ー
ル

ハ

円

出

口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
人
参

一

一

作

(

一一
の
郷
・
亡
母
タ
ケ
)
十
自
衛
隊
大
村
部
隊
音
楽
隊
H
慈

イ
ム
(
百
三
十
五
個
)
一
一
一
彩
の

湾

和

国

へ

四

十

五

キ

ロ

、

み

か

ん

十

キ

ロ

一

一

万

円

マ
徳
永
重
幸
(
富
の
房
恵
荘
へ
慰
問
演
奏
と
モ
チ
一

箱

里

(
九
十
個
)
清
和
国

(
百

三

マ

琴

ノ

海

会

(代
表
山
口
金
治
)
一

一

一

丁

目

・
亡
父
一

幸
)
五
万

円

マ

親

奉
会

(
川
上
森
雄
ほ
か
五
タ
オ
ル
五
十
本
、
清
酒
二
本

マ
森
崎
菓
子
庖
(
長
崎
市
)
慈
十
個
)
慈
恵
荘
(二
百
七
十
個
)

人
)
昨
年

一
月

t
十
二
月
ま
で

-

¥

i

4

1

j

t

j

j

J

恵
荘

へ
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
l
キ
特
へ
マ
佐
世
保
花
王
製
品
販
宅

大

村

市

観

光

案

内

所

へ

-

一

…
守
般
寄
付

ぃ
敬

称

略

ノ

毎
月

一
回
理
容
奉

仕

マ

宮
小

大

六

個

マ
竹
松
タ
ク
シ

ー

株

式

会

社

(

佐

世

保
市
)
惑

恵

路

三

丁
目
九
電
社
宅
子
供
会
マ
大
村
商
工
会
議
所
青
年
部

一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

(

代

表

者

森
新
治
)
交
通
遺

児

荘

へ

シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
百
二
十
(
南
真
澄
ほ
か
十

一
人
)
み
か

(
代
表
者
甲
斐
田
功
)
ハ
ボ
タ

一

一

V
大
村
地
区
婦
人
会
各
支
部
H

へ
一
万
八
千
三
百
五
十
五
円

一

個

、

清
和
冨
へ
シ
ャ
ン
プ
ー
ん
十
キ
ロ
、
カ
ス
テ
ラ
四
箱
と

ン

五
十
本

一

期
間
二
月
十
六
日

t
三
月
二
寸

日
ま
で
(
週
二
回
、
午
後
五
時

三
十
分

t
八
時
三
十
分
ま
で
)

場
所

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

費

用

千

円

申
込
先
長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ

l

(
諌
早
市
小
船
越
町
一
一
一

三、

曾
諌
早
②
|一

=
一
二
三
)

申
込
締
切

二
月
十
日

※
詳
し
く
は
長
崎
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ

ィ弘、


	198101-2-p01-03
	198101-2-p04
	198101-2-p05
	198101-2-p06-08

